
 
 

トトピピッッククスス 33  令令和和元元((22001199))年年度度ススママーートト農農業業実実証証ププロロジジェェククトト  
 
労働⼒不⾜等に直⾯している我が国の農業⽣産の現場では、ロボット、AI1、IoT2等の先

端技術を活⽤した「スマート農業」の社会実装の加速化がますます重要になっています。 
このため、農林⽔産省では、令和元(2019)年度から「スマート農業実証プロジェクト」

を、初年度は 69 地区において各地区２年間の事業期間で実施し、農作業の⾃動化、情報
共有の簡易化、データの活⽤等を実際に⾏い、導⼊コストと経営改善効果の分析や成果の
情報発信をすることとしています。以下では、スマート農業実証プロジェクトの初年度の
成果(中間報告)と、これを踏まえた今後の対応⽅針について紹介します。 

 
((⽔⽔⽥⽥作作でではは労労働働時時間間のの削削減減効効果果をを確確認認))  

⽔⽥作では、(1)⼤規模⽔⽥作、(2)中⼭間⽔⽥作、(3)輸出⽔⽥作の 3 事例について、慣
⾏農法と⽐較した労働時間の削減効果等を検証しています(図図表表トトピピ 33--11)。 

労働時間については、無⼈で作業ができるロボットトラクタ、⽔管理を遠隔・⾃動制御
できる⽔管理システム、ドローンによる農薬散布等、多くの技術で削減効果が確認され、
いずれの事例でも全体の労働時間が減少しました。また、収量についても、いずれの事例
でも増加しました。⼀⽅、経営収⽀については、⾼額なスマート農業機械を限られた⾯積
で実証し、機械費が⼤きく増加したこと等により、いずれの事例でも利益が減少しました。 

 

 

 
((畑畑作作等等でではは品品⽬⽬にによよりり効効果果にに差差異異))  

畑作(⼩⻨、⼤⻨）、露地野菜(キャベツ、ほうれんそう、さといも、すいか）、施設園芸(ピ
 

1 ⽤語の解説3(2)を参照 
2 ⽤語の解説3(2)を参照 

無無⼈⼈ののロロボボッットトトトララククタタとと        ⽔⽔⽥⽥のの⽔⽔管管理理をを遠遠隔隔・・⾃⾃動動制制御御        ドドロローーンンにによよるる農農薬薬散散布布  
有有⼈⼈ののトトララククタターーのの協協調調作作業業          ででききるる⽔⽔管管理理シシスステテムム  

資料：農林⽔産省 

図表トピ 3-１ ⽔⽥作の実証成果事例(10a 当たり労働時間の慣⾏農法との⽐較) 

資料：農林⽔産省作成 
注：1) 令和元(2019)年度に採択された実証事例 

2) 四捨五⼊による端数処理の関係で、減少した労働時間数と減少率が合わない場合がある。 
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ーマン）、果樹(温州みかん）、地域作物(茶)についても、⽔⽥作と同様に営農⾯のデータを
収集し、検証しています(図図表表トトピピ 33--22)。 

労働時間については、新しい省⼒栽培技術と組み合わせたトラクターの⾃動操舵システ
ムやロボットハンドによる腐敗果の⾃動選別技術等のスマート農業技術の導⼊により、ほ
ぼ全ての事例で、削減効果が確認できました。⼀⽅、増収に伴い収穫時間が増加した施設
園芸等、労働時間が増加した事例もありました。 

経営収⽀については、施設園芸では、環境制御装置等の導⼊による収量の増加により、
利益が増加しましたが、その他の事例では、実証規模が限られていた中で、スマート農業
機械の導⼊によって機械費が⼤きく増加したこと等により、利益が減少しました。 

 

 
((今今後後のの対対応応⽅⽅針針))  

令和元(2019)年度の実証プロジェクトの成果により、スマート農業による労働時間の削
減効果等のメリットや、スマート農業機械の初期投資の負担等の課題が明らかになりまし
た。 

農林⽔産省では、これらの課題に対して、令和 2(2020)年 10 ⽉に策定した「スマート農
業推進総合パッケージ」(令和 3(2021)年 2 ⽉改訂)を踏まえた取組を推進しています。今
後は、適正な最⼤稼働⾯積を⾒極め、スマート農業機械導⼊後の機械費等の削減⽅策の検
討や、シェアリング等の農業⽀援サービスによる初期投資の軽減⽅策の検証、地域の実情
に応じたスマート農業技術の導⼊効果の情報提供の充実等を実施していきます。 

 
→第２章第８節を参照 

腐腐敗敗果果をを排排除除すするるロロボボッットトハハンンドド            ハハウウスス内内のの環環境境をを  
最最適適化化すするる制制御御盤盤  

資料：農林⽔産省 

図表トピ 3-2 畑作等の実証成果事例(10a 当たり労働時間の慣⾏農法との⽐較) 

資料：農林⽔産省作成 
注：1) 令和元(2019)年度に採択された実証事例 

2) 四捨五⼊による端数処理の関係で、増加・減少した労働時間数と増加・減少率が合わない場合がある。 

収量増により
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可変施肥により
肥料費が60%削減

三番茶の摘採
では34%減

収量当たりの労働
時間では12%減

選果に係る労働
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